
 

 

2018 年 3 月 28 日 

各位 

エーザイ株式会社 

日医工株式会社 

 

エーザイ株式会社と日医工株式会社の戦略提携に関するお知らせ 

 

エーザイ株式会社（本社：東京都、代表執行役 CEO：内藤晴夫、以下 「エーザイ」）と日医工株式

会社（本社：富山県、代表取締役社長：田村友一、以下 「日医工」）は、本日、両社の保有する資産及

び強みを最大限に活用し、シナジーの最大化を図ることを通じて、ジェネリック医薬品事業の拡大と成

長を実現し、両社それぞれの収益拡大をもたらすことを目的とした資本業務提携に関する戦略提携契

約及び株式譲渡契約（以下「本契約」）を締結しましたので、お知らせします。 

本契約に基づき、エーザイから日医工に対して、エーザイの完全子会社であるエルメッドエーザイ株

式会社（本社：東京都、以下 「エルメッドエーザイ」）の全株式を戦略提携の進捗に応じて段階的に譲

渡するとともに、両社はエーザイが進める領域エコシステムの構築に向けた協業、ならびにエーザイが

インドバイザッグ工場を中心に推進する医薬品原薬（API）事業における提携を進めて参ります。 
 

1. ジェネリック医薬品のビジネスモデル変革に向けた資本業務提携 

エルメッドエーザイは、1996年にエーザイの 100％子会社として設立され、低価格かつ患者様に

服用しやすい「付加価値型ジェネリック医薬品」の開発をコンセプトとし、エーザイとの共同販促体

制のもと、ジェネリック医薬品の普及・拡大に貢献してきました。 

一方、日医工は、1965年の創立以来、健康な生活を願う人々の期待に応えるため、経済性に優

れた医療用医薬品の製造販売を主力事業として展開し、国内最大規模のジェネリック医薬品メー

カーとして業界をリードしてきました。現在は 2016 年からスタートさせた第 7 次中期経営計画

“Obelisk”で掲げた 3 つの基本戦略『シェア UP 力』『供給能力』『開拓力』と継続的なコスト改善

策『Profit Management Plan 2019』の着実な実践を図ることなどを通じて世界ジェネリック医薬品

メーカーTOP10 入りを目指しています。 

ジェネリック医薬品ビジネスの事業環境が大きく変化する中で、国内最大規模のジェネリック医

薬品メーカーである日医工がエルメッドエーザイに資本参加し、日医工の『豊富な製品ラインナッ

プ』『供給能力』とエルメッドエーザイの付加価値型製剤技術など、両社の強みを融合し、『シェア

UP』と共に規模の拡大によるコスト低減を実現させることによって、ジェネリック医薬品事業のビジネ

スモデルの変革と事業基盤の強化を図ります。 

両社は事業統合を一つの機会と捉え、高品質で付加価値のあるジェネリック医薬品により、多く

の患者様貢献に寄与するよう、新たなジェネリック医薬品のビジネスモデルを作り上げていく所存

です。 

  



2. 領域エコシステムの構築と推進 

エーザイは、患者様のTrue Needs（真のニーズ）を引き出す力、その解決策をDesign（デザイン）

する力、臨床試験やリアルワールドデータ等のメディカルデータをもとにアウトカム（治療成果と経

済性）やアクセス提案をする力等をコアとするプラットフォームを構築します。その上に様々なコン

テンツを載せ、患者様をはじめとする各ステークホルダーに、薬剤をはじめとする必要なソリューシ

ョンをお届けする領域エコシステムを拡充し、患者様価値創造を目指しています。 

本契約により、広範なジェネリック医薬品等を有する日医工がコンテンツを提供するパートナーと

して加わります。これにより、認知症・肝臓病をはじめとする領域エコシステムの拡充および地域医

療における患者様貢献のさらなる拡大に寄与することとなります。日医工においては、上記の推進

により、地域包括ケアをはじめとする新たな市場への『開拓力』の更なる強化を見込んでいます。 
 

3. 高品質かつ価格競争力のある API の活用 

エーザイは、インドバイザッグ工場における研究開発、製造、品質管理、監査等の機能を最大限

活用し、高品質かつ価格競争力のあるジェネリック医薬品を中心とした API の供給事業を展開して

います。本工場は既に日本のみならず WHO の高い品質基準にも合致する高品質な製造能力に

加え、価格競争力をも発揮しうる実力を有しています。 

日医工の『Profit Management Plan 2019』においても、エーザイからの優れた API の供給はこの

実現に大きく貢献するものと考えています。 

本契約に基づき、今後エーザイから日医工に対し、価格、品質、安定供給等の点から優れた

API 供給に関する提携を推進します。また、日医工の新規製剤の開発においても、エーザイの API

の開発力と製造技術を活用し、効率性の更なる向上や確実な申請・承認取得が期待できます。 

これにより、両社は今までにない高品質かつ安定供給を実現しうるジェネリック医薬品を用いて

医療への貢献を果たして参ります。 
 

なお、エーザイと日医工は、今後条件等を協議の上、日医工が保有する製剤についてはエーザイが、

またエルメッドエーザイが保有する製剤については日医工が、2018年 10月以降それぞれコプロモーシ

ョンを実施する予定です。 
 

エーザイは、完全子会社であるエルメッドエーザイの発行済株式の 20％を、戦略提携開始時にあた

る 2018 年 4 月 2 日（予定）に日医工へ譲渡する予定です。これにより、エルメッドエーザイは日医工の

持分法適用会社になる予定です。また、両社による上述の戦略提携の一定の進捗が達成されることを

条件として、2018 年 10 月 1 日（予定）に 13.4％を譲渡、2019 年 4 月 1 日（予定）に残りの全株式を譲

渡することを予定しています。当該取引が全て実行された時点で、エルメッドエーザイは日医工の完全

子会社となる見込みです。 
 

なお、本契約による 2017 年度の連結業績に与える影響は、両社ともにありません。 
 

以上 

 

本件に関する報道関係お問い合わせ先 

エーザイ株式会社 PR部 

TEL：03-3817-5120、 FAX: 03-3811-3077 

日医工株式会社 社長室 

TEL：076-442-7026、  FAX :076-415-8710 



 

 

 

１．エーザイ株式会社について 

エーザイは、患者様とそのご家族の喜怒哀楽を第一義に考え、そのベネフィット向上に貢献する 「ヒューマ

ン・ヘルスケア（hhc）」を企業理念としています。グローバルな研究開発・生産・販売拠点ネットワークを持ち、

戦略的重要領域と位置づける「神経領域」「がん」を中心とするアンメット・メディカル・ニーズの高い疾患領域

において、世界で約 1 万人の社員が革新的な新薬の創出と提供に取り組んでいます。 

また、当社は開発途上国・新興国における医薬品アクセスの改善に向け主要なステークホルダーズとの連携

を通じ積極的な活動を展開しています。 

エーザイ株式会社の詳細情報は、http://www.eisai.co.jp をご覧ください。 

 

２．日医工株式会社について 

日医工株式会社は、1965 年の創立以来、健康な生活を願う人々の期待に応えるため、経済性に優れた品

質の高い医療用医薬品の製造販売を続けて参りました。当社グループは、「我々は、我々のジェネリック医薬

品が世界の患者様・薬剤師様・お医者様・卸売業者の方々・製薬企業の方々に必要とされ、提供し続けるた

めに自ら存続する努力を行い、ジェネリックメーカーとして世界で卓越する。」というミッションステートメントのも

と、ジェネリックメーカー世界 TOP10 入りを実現させるべく、絶えず創造し、挑戦することで、「今を超える超品

質」に取り組んでいます。 

日医工株式会社の詳細情報は、http://www.nichiiko.co.jp をご覧ください。 

 

３．エルメッドエーザイ株式会社について 

エーザイの完全子会社であるエルメッドエーザイ株式会社は、1996 年 4 月、価値型ジェネリック医薬品の提

供を通して、患者様貢献を目指す企業として設立されました。設立当初、進展する少子高齢化社会、そして

医療費の高騰を背景に、低価格で高齢の患者様に飲みやすい医薬品（Elderly Medicine：社名の語源）の創

出をめざし、付加価値型製剤の開発・供給を行ってきました。現在は、すべての人のクオリティ・オブ・ライフ

（生活の質）向上をめざし、後発品事業に取り組んでいます。 

 

 
 

参考資料 

 

http://www.eisai.co.jp/
http://www.nichiiko.co.jp/
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